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と
台
湾
の
学
界、
経
済
界、
政
界、
言

論
界
の
有
志
に
よっ
て
発
足
さ
せ
ら

れ
た
も
の
で、
今
年
数
え
て
第
十一

因。「
十
年一
昔」
と
い
う
通
り、
十
年

と
い
う
歳
月
は
すべ
て
の
も
の
を
大
き

く
変
え
る。
台
湾
も
む
ろ
ん
例
外
で
な

い。
今
回
と
く
に
際
立っ
た
の
は、
台

湾
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
立
政
治
大
学

劉
義
周
助
教
授
の
「
台
湾
民
衆
の
新
し

い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ」
と
題
す
るペ

ー
パ
ー
に
よっ
て、
台
湾
の
人々
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
帰
属
意
識）
に
つ
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新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

二
年
ぶ
り
に
台
湾
を
訪
れ
た。
一
九

八
0
年
代
末
か
ら
毎
年
つ
づ
け
ら
れ
て

い
る
「
ア
y
ア・
オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
ー

ラ
ム」
が
今
回
は、
台
湾
の
い
に
し
え

の
首
府
で
あ
り、
し
ば
し
ば
臼
本
の
京

都
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る、
古
都
台
南
で

聞
か
れ
た
の
で
あ
る。
こ
の
会
議
は、

米
ソ、
東
西
の
冷
戦
に
終
結
の
兆
し
が

見
え、
そ
れ
に
伴っ
て
世
界
政
治
の
局

面
に
も
転
換へ
の
鼓
動
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
なっ
た一
九
八
九
年
に、
日
本

話語

iE 

く第三種郵便物認可＞

い
て
の
興
味
深
い
世
論
調
査
が
発
表
さ

れ
た
こ
と
だ。
劉
論
文
は
い
う。

仮
に
三
＋｜
四
十
年
前
の
台
湾
で

「
台
湾
人
は
中
国
人
か
？」
、
「
台

湾
は
中
国
の一
部
分
か
？」
と
い
う

不二東津英和女学院大学教授 ＋由ウむ
さくら総研特別顧問 やヤ旬、

質
問
を
投
げ
か
け
た
ら、
お
そ
ら
く

大
多
数
の
人々
は
肯
定
的
な
回
答
を

し
た
で
あ
ろ
う。
：：：
当
時
の
社
会

で
は、
大
多
数
の
人々
が
「
台
湾
人

は
当
然
中
国
人
で
あ
り、
台
湾
は
当

然
中
国
の一
部
分
で
あ
る
／」
と
い

う
こ
と
を
心
か
ら
の
信
念
と
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る。

今
日、
わ
れ
わ
れ
が
同
じ
質
問
を

台
湾
の
民
衆
に
投
げ
か
け
た
と
こ

ろ、
そ
の
回
答
は
三
十
年
前
の
も
の

と
は
大
き
く
異っ
て
い
た。
こ
の
社

会
に
お
い
て、
か
な
り
の
数
の
人々

は
も
は
や
台
湾
人
は
中
国
人
で
あ
る

と
い
う
事
実
を、
そ
れ
ほ
ど
理
の
当

新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
台

湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ、
す
な
わ

ち、
自
分
を
中
国
人
で
は
な
く
て
台
湾

人
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
ぬ。
九
四
年
の
時
点
で
も
す
で

に、
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
回

答
は
全
体
の
二
八・
八
パ
ー
セ
ン
ト

で、
中
国
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
二

四・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回っ
て
い

た。
し
か
し
最
多
回
答
は
二
重
ア
イ
デ

ン
ト
で
し
か
な
かっ
た
の
で
あ
る。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
の
圧
倒
的
多

数
を
占
め
る
中
国
系
住
民
は、
か
つ
て

自
ら
を「
チ
ャ
イ
ニ
l
ズ（
中
国
人）
」

と
位
置
づ
け
て
い
た。
時
の
経
過
と
と

も
に、
し
か
し、
彼
ら
は
中
国
大
陸
に

住
む
中
国
人
と
の
相
違
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り、
次
第
に
自
ら
を
「
ナ
ン
ヤ

ン・
チ
ャ
イ一一
1
ズ（
南
洋
中
国
人）
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
なっ
た。
い
ま
で
は、

彼
ら
の
大
多
数
は
自

分
た
ち
を
中
国
人
で

は
な
く
「
シ
ン
ガ
ポ

ハ

イ
テ
ン
ポ
に
進
む
変
化

然
の
よ
う
に
は
言
わ
な
く
なっ
て
い

る。AA
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冷
静
に
解
明
し
た
劉
論
文

「
あ
な
た
は
中
国
人
か
台
湾
人
か」

と
問
わ
れ
た
ら
台
湾
の
人々
は
ど
う
答

え
る
か。
こ
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に

つ
い
て、
劉
義
周
氏
は一
九
九
四
年
か

ら
九
八
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り、

台
湾
の
住
民
を
客
家
人
（
広
東
省
な
ど

中
国
南
東
部
出
身
者）
、
聞
南
人
（
福

建
省
南
部
出
身
者）
、
外
省
人
（
大
陣

出
身
者）
の
三
つ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル

ー
プ
に
分
け、
ま
た
青
年
世
代、
中
年

世
代、
壮
年
世
代、
老
年
世
代
の
四
つ

の
年
齢
層
に
分
け
て
入
念
な
意
識
調
査

を
行っ
た。
そ
の
結
果
判
明
し
た
の

は、
こ
の
五
年
の
聞
に
ーー
と
い
う
こ

と
は、
李
登
輝
総
統
時
代、
と
り
わ
け

台
湾
最
初
の
総
統
選
挙
が
行
わ
れ
て
以

来
｜i
台
湾
民
衆
の
聞
に
新
し
い
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
急
速
に
形
成
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る。

ン
テ
ィ
テ
ィ
（
台
湾
人
で
あ
る
と
同
時

に
中
国
人
で
あ
る
と
の
自
己
認
識）
の

四
三・
二
パ
ー
セ
ン
ト
だっ
た。

だ
が
九
八
年
調
査
の
時
点
で
は、
台

湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
四
四・
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
二
重
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
四二・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
つ
い
に

上
回
り、
対
し
て、
中
国
人
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
は
わ
ず
か一
0・
O
パ
l
セ

ー
リ
ア
ン
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人）
」
で

あ
る
と
称
し
て
い
る。

そ
の
先
例
に
因
ん
で
い
え
ば、
か
つ

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
住
民
の
間
で
起
き
た

の
と
相
通
ず
る
帰
属
意
識
の
変
化
が、

九
十
年
代
以
降
の
台
湾
住
民
の
間
で
ハ

イ
テ
ン
ポ
に
進
ん
で
い
る
わ
け
だ。
北

京
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
こ
の
傾
向

を
認
め
る
こ
と
に
強
い
不
満
と
反
発
を

感
ず
る
に
ち
が
い
な
い。
だ
が
重
要
な

こ
と
は、
そ
れ
を
ど
う
受
止
め
る
か
と

い
う
主
観
の
問
題
で
は
な
く、
そ
こ
に

住
む
人々
が
い
か
な
る
帰
属
意
識
を
も

っ
て
い
る
か
と
い
う
客
観
的
事
実
で
あ

ろ
う。
劉
論
文
は、
そ
れ
を
冷
静
に
解

明
し
て
い
る
の
で
あ
る。
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民
心
獲
得
に
成
功
し
た
宋
氏

最
後
に、
あ
と
約
三
カ
月
に
迫っ
た

次
期
総
統
選
挙
の
模
様
に
触
れ
て
お
こ

う。
日
本
の
マ
スコ
ミ
論
調
で
は、
結

局
は
李
登
輝
氏
後
継
の
国
民
党
公
認
候

補
連
戦
氏
に
港
着
く
の
で
は
な
い
か、

と
いっ
た
見
方
が
多
い
よ
う
に
恩
わ
れ

る。
け
れ
ど
も、
現
地
の
空
気
は
か
な

ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
だ。
国

民
党
を
離
党
（
除
名）
し
た
無
所
属
候

補
宋
楚
検
氏
の
集
票
能
力
を
高
く
見
る

声
が、
意
外
に
大
き
い
と
い
う。

右
の
世
論
調
査
に
表
わ
れ
た
台
湾
人

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
ま
り
か
ら
推

論
す
れ
ば、
宋
楚
瑞
氏
は
外
省
人
で
あ

る
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
足
を

取
ら
れ
そ
う
に
恩
わ
れ
る
の
だ
が、
か

な
ら
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ぬ
と
こ
ろ

が
選
挙
の
微
妙
な
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な

い。
宋
は
台
湾
省
長
時
代
の
四
年
間
に

民
心
獲
得
に
ず
い
ぶ
ん
成
功
し
た。
対

し
て
連
戦
に
は、
広
く
大
衆
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
雰
囲
気
が
乏
し
い
と
い
う。
短

い
ス
ピ
ー
チ
を一
度
問
い
た
だ
げ
だ
げ

れ
ど、
私
も
彼
の
ス
タ
イ
ル
に
は
あ
ま

り
魅
か
れ
な
かっ
た。
さ
て
ど
う
な
る

カ。

（
か
み
や

1999.12.15 

ふじ）
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